
 1 

会         議        記         録 

会 議 の 名 称 産業建設常任委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員 佐藤 

日 時 令和元年９月１８日（水曜日） 
開 議   午前 １０時 ００分 

閉 議   午前 １１時 ５０分  

出席委員 ◎小川、○奥野、田中、赤坂、藤本、竹田、菱田  

出席理事者 

【産業観光部】吉村部長 

［商工観光課］三宅課長、栗林観光担当課長、綾野主幹 

[光秀大河推進課]松本課長 [農林振興課]笹原課長 

【農業委員会事務局】吉田事務局長 

【まちづくり推進部】並河部長、関事業担当部長 

［都市計画課]関口課長 ［都市整備課］山内課長 

[まちづくり交通課]伊豆田課長 ［土木管理課]藤本課長、鈴木管理担当課長 

 [建築住宅課]内藤課長 

【上下水道部】阿久根部長 

［総務・経営課］西田課長、人見水道経営係長、服部下水道経営係長 

［お客様サービス課］柴田課長、湊副課長 ［水道課］清水課長 

［下水道課］川勝課長、西田年谷浄化センター所長 

出席事務局 山内事務局長、鈴木議事調査係長、佐藤主任 

傍聴者 市民４名 報道関係者１名 議員４名（浅田、木村、三宅、松山） 
 
 

会  議  の  概  要 
１０：００ 

１ 開議（小川委員長あいさつ） 

 

２ 事務局日程説明 

 

３ 所管分付託議案審査（説明～質疑） 

 

［上下水道部入室］ 

 

 

（１）第４号議案 令和元年度亀岡市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

・上下水道部長あいさつ 

 

 ・水道課長説明 

 １０：０７ 

［質疑］ 

＜田中委員＞ 

 全ての業務を同一委託業者が行うのか。 

＜水道課長＞ 

 そうである。 

＜田中委員＞ 
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 指名競争か一般競争かどちらか。 

＜水道課長＞ 

 一般競争である。  

１０：０８ 

 

（２）第５号議案 令和元年度亀岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 

 ・年谷浄化センター所長説明 

 

［質疑］ 

＜田中委員＞ 

 現在の委託業者はどこか。 

＜年谷浄化センター所長＞ 

 日本メンテナスエンジニヤリング株式会社京都支店である。 

 １０：１１ 

 

（３）第１５号議案 亀岡市水道事業給水条例及び亀岡市下水道条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 

 ・お客様サービス課長説明 

 

［質疑なし］ 

 

１０：１５ 

［上下水道部退室］ 

 

 

［産業観光部入室］ 

 

（１）第１号議案 令和元年度亀岡市一般会計補正予算（第２号）所管分 

（産業観光部所管分） 

  

・産業観光部長あいさつ 

 

 ・所管課長順次説明（歳出歳入一括） 

 １０：３２ 

［質疑］ 

＜菱田委員＞ 

 多面的機能支払推進事業経費のシステム改修について、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０に変わ

ると理解していいか。 

＜農林振興課長＞ 

 そのとおりである。 

＜菱田委員＞ 

 森林活用推進事業経費について、要望箇所は何件で、また内容は。 
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＜農林振興課長＞ 

 当初は２カ所を予定していたが、あと２カ所が相談のなかでふえてきた。東本梅町

と本梅町である。全て、家屋に隣接した里山の整備をしてほしいと、自治会などか

ら相談があった。 

＜菱田委員＞ 

 府支出金が減額になって、繰入金がふえている。基金の財源はふるさと納税が入っ

ているのか。 

＜農林振興課長＞ 

 平成２８年から豊かな森を育てる府民税市町村交付金が交付されている。年度毎に

残額分は基金に積んでいる。その分を今回基金から繰り入れている。府民税だけの

基金である。 

＜藤本委員＞ 

 ２３ページの「麒麟がくる」推進事業経費について、歴史展示物の充実を図り、京

都市の展示と関連づけていくとあったが、具体的にどこと提携していくのか。 

＜光秀大河推進課長＞ 

 大河ドラマ館は岐阜県に３館、京都では、亀岡市、福知山市、滋賀県では大津市に

できる。それぞれのドラマ館で地域の特色をつけていく必要があり、亀岡市では京

都観光と連動させて、本能寺の関連など京都市と連携していきたいと考える。 

＜奥野副委員長＞ 

 ２１ページの森林活用推進事業経費の活用とは。 

＜農林振興課長＞ 

 里山再生の整備やペレットストーブの購入補助、林道の修繕・点検等である。 

＜奥野副委員長＞ 

 大河ドラマ館専用のバスや自家用車の駐車場は有料なのか。 

＜光秀大河推進課長＞ 

 有料である。バス１台２，０００円。普通車は近隣の駐車場との整合性を図り、２

時間５００円程度と考えている。 

＜小川委員長＞ 

 ２１ページの地域営農担い手条件整備事業経費について、どこでどのように進めて

いるのか。 

＜農林振興課長＞ 

 佐伯農家組合や農事組合法人旭、農事組合法人吉田は、直進アシストなどがついた

田植え機の購入を考えている。並河農家組合は、収量センサーなどがついたコンバ

インの購入を考えている。宮川農家組合は、防除用ドローンの購入を計画している。

人手不足や高齢化を補うための取り組みをされており、スマート農業の推進に対し

て補助金を出していく。 

＜小川委員長＞ 

 地域から相談があったら、指導等を行ってもらえるのか。 

＜農林振興課長＞ 

 市で窓口をつくっており、今後も京都府と連携して事業を進めていく。 

＜田中委員＞ 

 ２１ページの森林活用推進事業経費について、東本梅町と本梅町の事業主体はどこ

なのか。 

＜農林振興課長＞ 

 自治会である。森林組合は相談窓口となっている。 
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＜田中委員＞ 

 ２３ページの「麒麟がくる」に関連して、歴史展示などが新たにふえるが、ＮＨＫ

に支払う金額の総額は。 

＜光秀大河推進課長＞ 

 ＮＨＫエンタープライズに展示の撤去を含めて１億５，０００万円支払う。展示内

容を３回変更して、誘客を図っていきたいと考えている。 

＜田中委員＞ 

 著作権等いろいろ含まれていると思うが高額である。 

＜光秀大河推進課長＞ 

 ＮＨＫと十分協議をして、内容を充実させていきたいと考える。過去の大河ドラマ

館等の視察もおこなっており、同規模で考えている。 

１０：４６ 

 

［産業観光部退室］ 

 

 

［まちづくり推進部入室］ 

 

（１）第１号議案 令和元年度亀岡市一般会計補正予算（第２号）所管分 

（まちづくり推進部所管分） 

 

・まちづくり推進部長あいさつ 

 

 ・所管課長順次説明（歳出歳入一括） 

１１：０２ 

［質疑］ 

＜藤本委員＞ 

 ２５ページの公園緑地整備事業費について、すべて完了したということだが、総額は。 

＜都市整備課長＞ 

 １３億２，９７３万４，６０１円である。 

＜奥野副委員長＞ 

 ２５ページの排水路新設改良事業増について、詳細は。 

＜土木管理課長＞ 

 保津町の保津保育所近くで、豪雨時に市道上に雨が流れて道路側溝の容量が持たず、

市道の下にある民家に滝のように水が流れている。手前で横断溝を入れ、ショートカ

ットし、別ルートで排水路を整備していく。 

１１：０５ 

（２）第３号議案 令和元年度亀岡市土地取得事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 ・まちづくり交通課長説明（歳出歳入一括） 

 

［質疑なし］ 

 １１：０８ 
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（３）第１３号議案 亀岡市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例の 

制定について 

  

 ・土木管理課管理担当課長説明 

 

［質疑なし］ 

 １１：１１ 

 

 

（４）第１４号議案 亀岡市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

 

 ・都市整備課長説明 

           １１：１５ 

 

［質疑］ 

＜藤本委員＞ 

 使用料金はかかるのか。 

＜都市整備課長＞ 

 当初は使用料を取らずに実施するが、今後利用状況や維持管理等をみて考えていきた

い。 

＜藤本委員＞ 

 ごみを捨てて帰るという問題があるが、何か対策を考えているのか。 

＜都市整備課長＞ 

 何らかの対策を考えていかなければいけないと思うが、今後、京都府と連携していく。 

＜まちづくり推進部長＞ 

 保津橋の下にはごみが多いが、関連するエリアとして、適正管理していきたいと考え

る。 

＜菱田委員＞ 

 バーベキュー利用者は手ぶらで行って、業者が全て準備から片付けまでを行う。その

業者がごみの分別をせずにごみ置き場に捨てるという事例が報道されていたが、対策

はあるのか。 

＜まちづくり推進部長＞ 

 清掃活動等をお世話になっている、プロジェクト保津川や自治会等と公園整備につい

て計画や維持管理についてこれまで議論してきた。ごみを処理する場所を設けること

がいいのか、設けない方がいいのか、関係団体と議論してよりよい方向で管理できる

ように進めていきたい。 

＜菱田委員＞ 

 明確にしておかないと、ごみ置き場があるから、ごみを何でも捨てていく。または、

ないから、放置していくなどいろいろな事例を考えて進めてほしい。せっかくいい施

設をつくったのだから、市外の人にも亀岡のことを知ってもらえるいい機会になるの

で、取り組みは賛成だが、ごみ問題についてはしっかり考えてもらいたい。 

 １１：２１ 
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（５）第５７号議案 訴えの提起について 

 

 ・土木管理課管理担当課長説明 

 １１：２３ 

 

［質疑］ 

＜赤坂委員＞ 

 何回訪問して、何回話したのか。 

＜土木管理課管理担当課長＞ 

 ３回訪問して、１回断られた。 

＜赤坂委員＞ 

 もっと早く対処できなかったのか。 

＜まちづくり推進部長＞ 

 これまでは、個人所有の土地であったので動けなかった。現在、市が所有権を持つこ

とになり、当事者となって動き出している。今後のトラブル等については、警察とも

連携を取って対応していく。 

＜赤坂委員＞ 

 できるだけ早い対処を望む。 

＜藤本委員＞ 

 いつから占拠して、建物を建てているのか。 

＜まちづくり推進部長＞ 

地元でトラブルがおこってきたのは、平成１０～１１年ごろで、建物が建てられたの

は、平成２１～２２年ごろと聞いている。 

 

 １１：２９ 

 

 

（６）第５９号議案 市道路線の認定、廃止及び変更について 

 

 ・土木管理課管理担当課長説明 

 

［質疑なし］ 

 １１：３１ 

［まちづくり推進部退室］ 

 

 

［委員間討議なし］ 

 

 

４ 討論～採決 

 

［討論なし］ 
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［採決］ 

・第１号議案  令和元年度亀岡市一般会計補正予算（第２号）所管分 

可決・全員 

 
・第３号議案  令和元年度亀岡市土地取得事業特別会計補正予算（第１号） 

可決・全員 

 

・第４号議案  令和元年度亀岡市水道事業会計補正予算（第１号） 

可決・全員 

 

・第５号議案  令和元年度亀岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 

可決・全員 

 

・第１３号議案 亀岡市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 

可決・全員 

 

・第１４号議案 亀岡市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

可決・全員 

 

・第１５号議案 亀岡市水道事業給水条例及び亀岡市下水道条例の一部を改正する 

条例の制定について 

可決・全員 

 

・第５７号議案 訴えの提起について 

可決・全員 

 

・第５９号議案 市道路線の認定、廃止及び変更について 

可決・全員 

 

１１：３７ 

 

［指摘要望事項等］ 

 

＜藤本委員＞ 

第１４号議案で、ごみの散乱についてしっかりとした対策を考えてもらいたい。プ

ラごみ廃止に逆行することになるので管理をお願いしたい。 

＜小川委員長＞ 

 指摘要望にするのか。 

＜竹田委員＞ 

 指摘要望というよりも、今回はバーベキューができるという条例なので委員長報告

程度でいいと考える。 

＜菱田委員＞ 

 委員長報告の中で、こういう意見があったという程度でいいと考える。 

＜小川委員長＞ 

 文言をまとめて、委員長報告の中に入れさせてもらうがそのような取り扱いでよい
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か。（了） 

 文言は正副委員長に一任願う。（了） 

 

 

５ その他 

（１）議会だよりの掲載内容について 

 

[事務局説明] 

 

＜藤本委員＞ 

 第１３号議案について、駐車場料金の改正について周知しては。 

＜小川委員長＞ 

 市の広報にならないようにしたいし、あまり議論もしていないのでは。一般会計補

正予算の観光等は議論が活発だったがどうか。 

＜藤本委員＞ 

 プレミアム付商品券についてはどうか。 

＜小川委員長＞ 

 麒麟がくる、スマート農業、都市公園条例、プレミアム付商品券のなかでどうか。 

＜田中委員＞ 

 一般会計補正予算の主なものと、公園条例一部改正でバーベキューができるように

なるというのがいいのでは。 

＜小川委員長＞ 

 一般会計補正予算の概要と第１４号議案でバーベキューができることでいいか。文

言等は正副委員長に一任願う。（了） 

 

～散会 １１：５０  


